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一
月
二
十
三
日
、ふ
れ
あ
い
か
せ
だ
・

い
に
し
へ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二

十
一
年
度
第
五
回
生
涯
学
習
市
民
フ
ェ

ア
及
び
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
・

文
化
講
演
会
が
、
約
三
百
五
十
人
の
参

加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
市
民
大
学
講
座

を
代
表
し
て
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
講
座
の
美

し
い
音
色
と
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
華
や
か
な

踊
り
が
披
露
さ
れ
、
開
会
式
で
は
、
社

会
教
育
功
労
者
、
読
書
標
語
・
読
書
感

想
画
コ
ン
ク
ー
ル
や
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

の
表
彰
、
県
の
優
良
少
年
少
女
団
体
や

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
「
ふ
る
さ
と
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

２
０
０
９
」
の
報
告
が
あ
り
、
参
加
児

童
を
代
表
し
て
加
世
田
小
学
校
の
池

田
徳
貴
さ
ん
が
、
自
然
の
大
切
さ
や
厳

し
さ
、
協
力
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ

い
て
写
真
を
交
え
な
が
ら
報
告
し
ま
し

た
。「
学
習
発
表
の
ひ
と
と
き
」
で
は
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
続
い
て
詩
吟
講
座
や

ふるさとアドベンチャー2009の体験報告をする池田徳貴さん ものまねを交えながらの江戸家猫八さんの講演会

太
極
拳
講
座
、
マ
ジ
ッ
ク
講
座
の
受
講

生
が
舞
台
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

発
表
し
て
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
と

声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
文
化
講
演
会
で
は
、
動
物
の

鳴
き
ま
ね
で
お
な
じ
み
の
江
戸
家
猫
八

さ
ん
に
よ
る
『
芸
も
生
き
が
い
、
人
生

も
生
き
が
い
』
と
題
し
た
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ウ
グ
イ
ス
や
鈴
虫
、
犬
、

猫
と
い
っ
た
動
物
の
鳴
き
声
を
披
露
し

な
が
ら
、
芸
の
世
界
を
通
じ
て
の
「
伝

統
」
や
「
生
き
が
い
」
の
大
切
さ
を
楽

し
く
語
ら
れ
、
会
場
は
笑
い
と
喝
采
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
市

民
大
学
講
座
受
講
生
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
会
場
を
訪
れ
た
方
は
学
習
の
成
果

で
あ
る
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

日ごろの練習の成果を発表する
詩吟グループ　　　　　　　　

各種表彰（敬称略）
【表彰受賞者・団体】
○社会教育功労者
栫　　忠　次（元益山校区公民館連絡協議会会長・益山わ
　　　　　　　くわく塾第二代塾頭）
大冨　三枝子（万世地区公民館主事）
久木野美智代（久木野地区公民館主事）

○読書標語・読書感想画コンクール
・読書標語の部
最優秀賞
瀬戸上泰英（清原小学校１年）

優秀賞
中村　祐菜（大坂小２年）　　北　　一輝（万世小３年）
阿久根礼菜（小湊小４年）　　本坊　梨恵（長屋小５年）
中村　百恵（笠沙小６年）　　石井あいり（大浦中１年）
川村栄莉奈（万世中２年）　　巻木　望美（大浦中３年）

・読書感想画の部
最優秀賞
片平　佑輔（赤生木小２年）

優秀賞
下釜　　凌（小湊小１年）　　栗野　由梨（栗野小３年）
太鼓　円華（大浦小４年）　　田上　玲那（川畑小５年）
前園　由佳（川畑小６年）　　前田崇太郎（坊泊中１年）
青野　隆城（坊泊中２年）　　梛木このみ（坊泊中３年）

○花壇コンクール
最優秀賞
大坂わかたけ子ども会

優秀賞
諏訪ヶ尾子ども会　　山神・野間池・岬子ども会
小浜子ども会　　　　浦之名子ども会

○鹿児島県優良少年少女団体
相星子ども会　　平原子ども会

○鹿児島県花いっぱいコンクール
入選　　坊泊小学校
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